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研究要旨 
 2020 年 4 月より全面施行された改正健康増進法および東京都受動喫煙防止条例によ

り、全国の飲食店の約 45％、東京都では 84％の飲食店において、屋内完全禁煙、また

は、飲食禁止の紙巻きタバコ専用室、あるいは、飲食可能な加熱式タバコ専用室の設置が

認められた。紙巻きタバコ専用室からの漏れの評価は粉じん計で容易であるが、加熱式タ

バコから発生する液体の微粒子（エアロゾル）は室温により短時間でガス状物質に変化す

るため、加熱式タバコ専用室の評価にはガス状物質の測定が必須である。 
 本研究では、加熱式タバコ専用室の内外のガス状物質の濃度を ppb レベルで精密に測定

することが可能かどうかを検討することを目的とした。まず、紙巻きタバコの代わりに線

香を燃焼させ、3 台のガス状物質測定器で同時に測定し、その結果が一致するかどうかを

検討した。測定器には多少の機種間差があるが、ピーク値および基線で補正することで室

内のガス状物質の濃度変化のリアルタイムモニタリングが可能であることが認められた。 
 今後、飲食店等に設置された加熱式タバコ専用室での検討を重ねることが必要である。 

 
A．研究目的 
 2020 年 4 月より全面施行された改正健

康増進法および東京都受動喫煙防止条例の

施行により、全国の飲食店の約 45％、東

京都では 84％の飲食店において、屋内完

全禁煙、または、飲食禁止の紙巻きタバコ

専用室、あるいは、飲食可能な加熱式タバ

コ専用室の設置が認められた。 
 加熱式タバコから発生する液体の微粒子

（エアロゾル）は室温により短時間でガス

状物質に変化するため、加熱式タバコ専用

室の評価にはガス状物質の測定が必須であ

る。  
 本研究では、加熱式タバコ専用室の内外

のガス状物質の濃度を複数の機器を用い

て、ppb レベルで精密に測定することが可

能かどうかを検討することを目的とした。 
  
B．研究方法 
 禁煙の居室でタバコ煙の代わりに線香を

燃焼させ、11.7eV Ar PID ランプを用いた

光イオン化検出器により総揮発性有機化合

物（Total Volatile Organic Compounds: 
TVOC）を ppb レベルでガス状物質を検出

する測定器（理研計器株式会社製, Tiger）
を 3 台用いてリアルタイムモニタリングを

行い、その一致性を確認した。 
 
C．結果 
１）線香燃焼実験による機器間の一致性 
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 禁煙の室内で線香を燃焼させた時の

TVOC 濃度を 3 台の測定器でリアルタイム

モニタリングした結果をピーク値と基線で

補正した結果を図１に示す。 

 
図 1. 線香から発生するガス状物質 

（総揮発性有機化合物：TVOC）の測定結果 

 
 ピーク値および基線で補正することで喫

煙室内外のガス状物質の濃度変化のリアル

タイムモニタリングが可能であることが認

められた。 
 
D．考察 
 改正健康増進法、および、東京都受動喫

煙防止条例によって認められた飲食可能な

加熱式タバコ専用室の内外のガス状物質濃

度を 3 台の測定器でリアルタイムモニタリ

ングが可能であることが認められた。 
 今後、実際の飲食店等での設置事例での

測定を行うことでその良否を検討する研究

が必要である。 
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Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
 この研究において、知的財産権に該当す

るものはなかった。 


